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京都府における民有林の林業労働災害に関する分析(1)牢

一森林作業の現状と作業内容@事故の型から見た労働災害一

沼田邦彦

Analysis on the Forest Labour‘Accidents of Private Forests 
in Kyoto Prefecture 

-Existing State of Forest Operations and Forest Labour Accidents regarding 
Kind of Operations and Type of Accident 

Kunihiko NUMATA 

要 ヒコ
隠

平成元年 1月から 4年 3月までに報告された340件の京都Hす民有林の労働災審事例について災

若手の分析を行った。本報告では京都府の森林作業の現状を概観し，森林作業の内容と事故の型を

中心に他の袈悶との関係な検討した。

京都府の人工林の 8齢級以上の森林部績は約20%で，入手のかかる森林が多く，また林道密度

は3.2111/加の低いレベルにある(自動車道のみ)050才以上の林業労働者は80%を越え，肉齢

者に依存する傾向を強めている。森林作梁で使用する林業機械器具は小型趨材取 (20PS米満)， 

動力枝打機およーび、パックホーが増加している。グラップルソーは数の上ではまだ少ないが，急速

な増加傾向を訴し，高能率機械化への方向をうかがわせる状況にあるo 京都府の林業労働災害の

発生件数の服伎は全闘で25-261:立にあるが，労災保険の収支状況は金協でも特に揺い状態にある。

労働災害の袈問分析結県について，(1)作業内務:下刈，枝打，伐倒，地静における災認発生が

多い。労働災轡の発生件数では50才以上の労働者に特に多いが，労働災害の発生懇では50才未満

の労働者が少し高い傾向にある。作業人員については小人数作業では下刈，枝打に労働災容が多

い。 1人作業で被災した件数が13件あり，労働者数の減少にともない 1人作業が鳩加するもの

と予想、谷れる。災害発生時刻では下刈，枝打，かかり木処織が10即日時， 15-16時のn抑制官に災犠

が集中している。起悶物・力[1桜物に関して，伐探木による災犠発生が多いが，林地が災替発生の

起悶物・加礎物になることも比較的多い。 (2)事肢の型:切れが高い災犠発生を示し，切れ紙~U ，

飛来，激突，転:誌の 5離の故の裂で全災擦の87.0%に達する。切れの災替の92.4%が身体米端

部の災容である。転倒は胸に災ミ撃が多く，飛来は伐採関係に，激突は伐採k柴材開保に多く見ら

れ，転落は枝打ちに災容が多い。切れは携術式機械器具の謀本的安全作業指針に従った取り扱い

方法や身支度の安全装備が重要である。さらに転倒，飛来，激突に関して林地作業環境の3装備お

よび林地に入らずに機械化作業のできる作業システムの開発が期待される。車云蕗については，京

都北山地域の踏き丸太~肢は商品質材生産のため，自動枝打機が多数導入されているにもかかわ

らず，人力による樹上作業が行われているようである。向.Iiも紫材生産に過iJ;C-したi高度の作業処理

のできる機械装援の開発が期待される。

彬*幸員fをのー脅151ま，第10410日本林学会大会で仁l阪発淡llli.びにI似四日林論にi盗事長として発淡した。
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1.はじめに

近年林業機械の高度化を闘り，生産性の飛躍的向上，若い労働者の締保，作業環境の改替，労

働安全の向上などを目指したJ休業界活性化の新しい動きが全国で進められてきている。タワーヤ

ーダ，プロセッサ，フォワ…グなどの存者性能機械を核とした生産組織が急速に形成されてきてい

る。このような森林作業の変革の中にあって平成 5年に京都府も高性能機械による生産組織作り

の計画が京都北部の由良川流域で始められた2)7)。京都府において，北山林業で象徴される京都

中部林業地域は集約的林業経営の中心地であるが，ほとんどの森林が林道や作業道の基盤2装備の

遅れた状態にある。作業遂行のために，森林1'F業にそノレーノレの敷設，ヘリコプグーの利用など

で基盤整舗の遅れを補っている。しかし今聞の林業労働災害の報告から見ると，林業労働災認は

そのほどんどが山岳林の急傾斜地で従来の押業方法で行われているものばかりである。将来的に

みれば，集約施撲のためには，超高密な簡易作業道網の提備を図り，その遊から林内にある造林

木まで作業機のブームを伸ばし，作業をする高性能の林業機械が高品質材生産に活蹴することが

期待される。…方，京都北部地域の一般材生践にはタワーヤーダなどの高性能林業機械が活躍で

きる作業環境にあり， ~毒性能J休業機械作業の実現が期待されている。完全な梁議タイプの作業で，

林内歩行移動や携帯式の機械作業がなくなれば，ここでみるような林業労働は大きく改轡される

であろう o

現:tEの森林作業では，チェーンソー伐倒や刈払機による下刈りにみられるように，林業労働者

は処躍する対象物に余りにも接近した作業環境にあり，捜雑で，不盤地の，際議物の多い林内に

i置かれている。森林作業には幾糖類もの作議室内容があり，また災惑に関係する袈臨も多くのもの

がある。林業は他液難に見られない特異な作業環境であるから，今後の機械化や作諜のシステム

化にとっても現行作業の災客分析を行うことは援要と考えられる o

II.森林および森林作業の現状削)

京都府の森林の現状をみると，森林関樹34万6千ha，森林祐

!内勾でで〉民有林の森林閣桜は9卯0%.森林帯繍は91%と関職制合とほぼ|司率である。人工林のi自績は

36%.薬務は45%.檎離は部綴，:容器雪ともスギの割合が高い。人工林の 8齢級以上の森林部績は

2 i1fU前後で，まだ予のかかる森林が多数を占め，森林の保育，維持管理の作業が特に讃袈である。

森林作業を支える装盤強舗の現状をみると，林道密度は3.2m/加の低レベjレで、ある(自動車

道のみ)。このことは保育，管理!のために林内の作業場到逮に不{認をきたし，作業の乎が入らな

い森林も多数あるものと披察される。

林業労働力についてみると，林業労働者数は過去5年間(淡… 1)減少し続げている。特ーに男

女の構成割合でみると，女性の減少が著しく，ますます男性の割合が高くなっている。林業労働

者の年齢別構成(袋一 2)では34才以下および35-49才の割合が減少を統tJ".50才以上の年齢隠す

淡-1 林梁労働者数(人) 災一 2 年齢別労働者数(人)

9J % 女; % 34:;f以下 % 35ω49:才 % 50:才以上 % 

S61 2187 1758 80.4 位9 19.6 S61 151 6.9 377 17.2 1659 75.9 

S62 2127 1745 82.0 382 18.0 S62 1:59 6.5 365 17.2 1623 76.3 

S 63 2056 1698 82.6 358 17.4 S63 120 5.8 324 15.8 1612 78.4 

H1 1自65 1666 84.8 299 15.2 H 1 104 5.3 272 13.8 1589 80.9 

H2 1756 1503 85.6 253 14.4 日2 89 5.1 216 12.:1 1451 82.3 
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の比率がますます増加し，平

成 2年には82.3%を占めるに

ている。

林業労働者の年間就労日数

(畿一 3)は就労iヨ数の矧い

淡-:3 年間就労日数{日)

30-59 ~ 60-149 ~50-239 ~ 240以j二 % 合計

S61 493 22.5 607 27.8 815 37.3 272 12.4 2187 

S 62 413 19.4 

S 63 377 18.3 595 

625 

H1 356 

H 2 296 

18.1 

16.9 

547 27.8 

493 

29.4 

28.9 

28.1 

874 

844 

827 

749 

淡-4 f'1'~路線別従事緩段数(人 iヨ)

巡t* ~ 伐木等 % その他 % 

41.1 

41.1 

42.1 

42.7 

S 61 197656 67.1 77765 26.4 18979 

S62 19686668.0 74572 25.8 18029 

S63 19305867.1 6841223.826163 

H 1 194737 66.8 69262 23.7 27726 

H 2 174043 67.7 60427 23.5 22428 

6.4 294400 

6.2 289467 

9.1 287633 

9.5 291725 

8.7 256898 

10.1 2127 

11.7 2056 

合計

12.0 1965 
日数区分掃で減少が著しいが，

12.4 1756 
就労日数の長いほ数区分!認の

割合が少し増加し，林業労働者数の減少

を補うような就労状況になっている。造

林，伐木などの作業種別従業延べ日数

(袋一 4)についてみると，各作業種と

も減少が進む中で，作業慌の従業延べ日

数の構成割合はあまり変化していない。

労働者不足の中で，重要な作業に労働者

を集中するなどの労働;畿の傾斜投入の

蝦向はまだ現れていない。

労働者の高齢化が進み，年間就労日

数の:良い労働者の比率がまずまず高く

なっていることは高齢であっても 1人

の現役の労働者がー摺強要になってき

ヰたことを示し，労働災替による労働力

38 の減少はーj欝他の労働者に労力負担の

53 しわ寄せを引き起こし，労働環境を怒

淡 5 林護送機械苦言及(台)

機械級:1f1 S 62 S 63 H 1 H 2 H 3 

俊道底力対;

:動力式

小型l終tJ機:10 PS米治

大摂終;悦機:10 PS以上

司とノケープlレ

自主I!:式織機:リモコンウインチ

:自主I!:式j綾総

モノレール:伐採水綴出用

小ill!巡材Ijf: 20 PS 51と泌
: 20 PS以上

トラクタ毅後材m
ブオークリブト:巻rr.綴立問

ブオークローダ:I海上
クレーン:肉J:
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増額肉にある。グラップルソーは数の

上ではまだあまりにも少ないが，急速

な増加をうかがわせる傾向にある。林

道や作業遊の開設が進むと，ますます

ーこの離の機械が活臨するJ識も増加し，
377 380 

期待されるところである。平成 5年度
動力校打機:1311lJJ*皇霊式

: J二総以外

3 

24 29 29 51 46 

174 171 171 172 164 から計画される高性能機械化への生牒

43 42 35 79 36 組織作りが実現すれば，林業の機械化

3 7 の進展に大きな変革をもたらすことに

なるであろう。林業の機械化を可能に

するために，基盤整髄が…!留必要になり，謀盤強備された森林の規模拡大，事業裁の礎保を鴎る

ことは不可欠である。しかし京都府の伐出業者が，グラップルソーを導入する主な理由は，作業

の軽減を図ることができ，高齢者の作業従務王手数を延長できることにあるといわれている。 i間企

トラクタ:前知1m
ミニウインチ:51'S以下

313 369 372 

グラップルソー
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能林業機械が現状の作業環境の中に導入される場合も，作業の軽減，作業能力の向上・権合作業

の実行を行うこと以上に，労働者数の{確保として現在働いている労櫛者の鋤く期間を長くするこ

とが期待されている。

林業労働災警について，全閣の林業労働災替のゆで休業4日以上;の死{義者を見ると，平成光年

には5，750人で，対前年度比でる.9%の減少に対して，全産業の;場合が-3.7%と減少率が少なく，

林業労働災替のほうがより減少している。確かに業績別労働者死傷災替発生率の休業日数 l日以

上の度数撃と強度率は減少しているが，平成元年の全壊業の度数療は2.05に対して林業は11.45，

強度率は全産業が0.20に対して0.85であり，林業の災轡発生は非常に商い。特に事業所規模

30-99人の死協災惑発生率に関して，度数務は昭幸rJ63年の27.19に対し，平成光年は34.71に，ま

た強度彩は昭和63年5.15に対し，平成元年は5.31と度数輩および強度事ともに高く，しかも増加

している。京都府の林業労働災犠について，休業4日以上の災啓発生数の状況は!昭和61年から平

成冗年にかけて金問都道蔚県の11譲位は第24位か第25位に位躍している。しかし，労災保険収支状

況をみると，その地の林業にかかわる業務災帯分の平成元年のi訳文鷺は全国の312.2%に対して，

京都府は774.5%で，高知!泉，和歌山県，北海i誌奈良線に次ぐ第 5イ立に，また木材伐出業にか

かわる業務災替分について全閣の442.1%に対して京都府は1，186.8%と山梨採に次ぐ全圏第 2位

である。林業の労災保険の収支は他産業に依存しているゆで京都府は収支状況が惑い状態にある。

林業労働災犠の発生を減少することは重要な課題である。林業労働者の高齢化が進む~"þで，森

林作業の線本的な改幾が閣られないと，他産業との労働環境の設はますます広がることが予想さ

れる。

III.労働災替の要因分析

京都府の林業労働者の労働災犠に関する袈間分析を行うために，平成先年 1Jヲから平成 4年 3

jヲまでの労働者の死傷病として報告された全ての事例340の資料について作業内容，事業綿織，

性別，年齢等の20主主閣を分類整理5)6)し，それぞれの袈関の傾向性と盟関関の関連性などの集計

データを押成した。災擦については，災察発生にまで窓らない危i険な状態のヒアリ・ハットの段

階のもの，ハインリッヒの法則として知られている f問じ入閣の起こした同じ稿類の災害330件

の内，報脅を弾ずる璽い{努擦は 1{tl= Jといわれているように，報告に出ない災替の可能性を秘め

たケースが背後に潜んでいる。ここで取りよげる災害の報告の 1つlつはこの意味で捜設なもの

kいえる。 1胞の災警発生の中には多くの災苦手発金の袈紫が絡み合って含まれているが 1つl

つの災害事例の報告には限られた袈閣に関する記載しか訴されていなし~o それ故. [現られた嬰間

関の中で，労働災替の原i珪と安全性の対策についての考嬢は非常に間難であるが，災響データの

集計結果の主だった袈閣の分析を行ったので，その結果を報告する。なお，本報告の…部を104

日林論り掲載している。

1. 作業内容とその地の袈閣の関探

作業内容(表-6)について，下メリ，枝打，伐倒，地静がそれぞれ全災擦の10%以上を占める

発生の多い作業である。この他に遊材，かかり木処理も比較的災審発生が多い。これらの作業は

チェーンソーや刈払機などの刃物を{吏用する作業である。作業内容とf患の要因の関部を以下に示

す。

まず事業組織(表-6)に慨しでは，森林組合の災犠発生割合は47.0%.造材業が48.2%と両

者向稜度の観合である。森林組合で災害発生の高い作業は下河，地静，伐倒，枝打，造材撲では
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袋一 6 作業内容と繁栄総織

作芸能内容
都 業 総 織

合計 % 
森級巡材互助{悶人

Jt!l 指字 27 7 1 。35 10.5 

下 メ日 35 13 2 l 51 15.3 

i徐 伐 6 5 2 。13 3.9 

B若 切 1 。。。 1 0.3 

校 打 17 18 2 1 38 11.4 
街主治さSき 起 3 。。l 4 l.2 

{え 使t 18 17 。l 36 10.8 

i設 』オ 7 22 1 1 31 9.3 
かかり木 15 12 。。27 8.1 

おIjf:卦?管外 2 9 。。11 3.3 
搬 出 。3 。1 4 1.2 
yド 宅等 3 4 l 。 8 2.4 

終 材ー 7 。。10 3.0 
人持運搬 。2 。。 2 0.6 

全自殺撒公 1 リ円 。。 6 1.8 
税込み 5 17 1 。23 6.9 

荷 在日 1 3 。。 4 l.2 

林地移動 5 7 。。12 3.6 

歩道移動 2 I 。。 3 0.9 

通勤中 1 2 。。 3 0.9 
松i喰処草I! 3 5 。。 8 2.4 

その f也 l 1 。。 2 0.6 

13ろう病 1 。。 2 0.6 

メ仁』1 急ili 157 161 10 6 334 100.2 

% 47.0 48.2 3.0 l.8 100.0 
一一一一一一
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淡一 7 作業内容と性別

作業内容
性別

5怒 女

t由 t存 34 1 

下 刈 47 4 

I~長 イえ 12 1 

査を 切 1 。
校 n 37 

望3 結 4 。
イえ {附 36 。
逃 4オ 30 1 

かかり氷 27 。
II者掛待外 11 。
搬 !出 4 。
オミ 翁t 8 Q 

t長 材 10 。
人背巡搬 2 。
架設撤去 6 。
綴込み 23 。
符 長持 3 1 

林地移動 11 1 

歩滋移動 1 2 

i盗勤中 1 2 
松i食処理設 8 。
その{也 2 。
自ろう約 2 。
合計 320 14 334 

% 95.8 4.2 100.0 

造材，枝打，伐倒，税込みの各部業に災謬が多い。森林組合では特に下刈，地鮮の災響発生が多

く，造材業では伐出関イ系の作業に災帯発生が多い。この相違は事業組織体別の舗け負うたる作

業の倒向が災認発生に現れているものと考えられる。

性別(袋…7)に関しては，男性が災犠発生の95.8%そ占め，圧倒的に男性の災害発生が多い。

袋一 1の林業労働者数に示した労働者の男性割合は平成 2年の85.6%まで男性の比率が上昇し統

けているが，男性の災認発生の割合は労働者の男性の構成比より相対的に高く， 5母性が危険性の

i高い作畿に従離しているものと考えられる。女性の災容については下刈が多い。この他に女性の

災犠では歩道や林地移動中の災容がある。

年齢(表-8) に関しては.60才以上の災犠発生は40.7%.50ω59才が39.8%で，このi昨年齢

な合わせた50才以上で80.5%を占める。表-2の年齢別林業労働者数でみると.50才以上の労

働者・数は82.3%であるから，単純に林梁労働者数と災磐発生数を地較すると.50才上のi諾齢者の

災啓発生の割合は50才米織の労働者より少し部い。林業労働者の高齢化は高齢者の災替発投件数

の多いことから璽裂な問題になっているが 労働災容の発生率に関して50才以下の労輸省の災帯

発生の高いことは特に住怒しなければならない。

50…59才の年齢踏で災答発生のi窃い作業は下メリ，地静.{:北側，造材， 60才以上では下メ止伐倒，

枝打，地静である。 50才米満の年齢j閣の災害数が少ないので明確なことはいえないが，各年齢j閣

内を100%構成で表し，各年齢胞で10%以上になる作業をみると.40…49才の年齢!認では枝打，下

刈.30-39才では下メU.造材，かかり木処理， 29才以下では積込み，下刈，枝打の災害が多い。

50才以上の高齢者に関して林地移動と歩道移動の災犠発生が5.2%と少ないが，移動という
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き健一 8 作業内容と年齢 淡-9 f'f:幾内容と発生時刻

まド 齢 発生時刻

イ乍幾内容 29才7t 30叩 40伽 50- 60:t 
以 39:t 49:t 59才 以 上

作業内務
7 ， 8i時， 10 的 1211i'f寺 13 時 15時 17持降
91Wj 111f-e1 Aw'''J 14fl-;y 16 以

地 務 1 1 2 16 14 地 お7・ 9 11 。8 7 。
下 メリ 3 4 3 22 19 ア 刈 7 15 。9 18 1 

i徐 伐 2 I 1 5 4 除 イ伐 4 4 。。5 。
主主 切 。。。。l E定 切 。。。。l 。
校 打 3 1 5 11 17 校 ね. 6 14 l 5 11 。
E雪 定E 。。。。4 鐙 起 。1 。。3 。
伐 倒 1 。2 15 18 伐 倒j 5 17 。7 7 。
迭 初 2 2 l 14 12 i告 材 5 7 。6 12 。
かかり本 1 2 2 10 12 かかり氷 4 12 。4 7 。
荷掛荷外 。。l 5 5 荷捻附外 。3 。4 4 。
搬 j出 2 。2 。。 搬 出 2 。。1 。
水 軍手 1 G 1 l 5 ;;fミ 翁t 。3 1 3 1 。
終 オオ 。。2 6 2 終 4オ 1 5 。l 2 

人予ザ巡鍛 。。I 。1 人?年巡搬 。1 。。1 。
架設撤去 l 。。4 1 当5設撤去 1 。l 3 。
税込み 4 l 2 7 9 綴 込み 2 9 O 5 7 。
T綜 ifll 。。l 3 。 荷 卸 。。。 2 

林地移動 1 。。8 5 林地移動 2 2 2 4 l 

さが巡移動 。。。2 歩道移動 1 。。o 2 。
通勤中 1 。。2 。 通勤 中 2 。。1 。。
松喰処務! 1 l 。3 2 松i倹処滋 2 3 。1 2 。
その 他 。1 。o そ の他 。1 。I 。。
自ろう約 。。。。2 自ろう病 。。。。。。
合 計 24 14 26 132 135 331 合計 53 109 4 59 99 5 329 

% 7.3 4.2 7.9 39.8 40.7 99.9 % 16.1 33.1 1.2 17.9 30.1 1.5 99.9 

本的な動作に対する災替の可能性があることは;休業の特異な作業糠境として注目される。

発生時期(袋一 9)に関しては，午前と午後のそれぞれ後半部， 10…11時， 15-16時の時間帯に

災響発生が集中している。この傾向を示す作業内容は下メリ，枝打，かかり木処理が特に顕著であ

る。下メリ，枝打は連続的に作業が続けられるために，作業継続時期が長くなってくると疲労が現

れ，窓織の集r.j:tにもムラが生じることが考えられる九かかり木処JJf!は特に経験と優れた技能が

必袈であり，適正な特能rrと控慈をしなければならない作業であるから，この時間帯には継続的作

業による若手樹疲労の影響が考えられる。休み時間の配分について 9時半から10時半， 14将司王から

15時半の時間帯にも十分な休息を取るか，何らかの肉体的疲労の解消を閣るような配慮が必裂で

ある。地静は時間帯に関部なく災害努発生の多い作業であり さまざまな危険性の内在した作業と

いえる。

作業人民(茨-10) に関しては，データの中には作業組織体の組織人民を記していると考えら

れる場合と，現場作業の組人箆を記していると段、われる場合があったので，ここでは現場作業の

人民を訴していると考えられる人員数1-2人と3-5人のほ分について検討した。

1-2人組の作業では災帯発生は14.0%であり，このような小人数の作讃で比較的災智発生の多

いのは下メリと枝打である o 3-5人f誌の作業では災犠発生は26.7%とiW者の約 2倍の多さである。

この;場合，災替の多い作業は伐倒，造材，積込みである。 1-2人組作業が41件ある中で l人作業

で被災した事例が13件あった。現主主 1人イヤ識がどれほどの割合で行われているか不明であるが，

林業労働者数の減少が急速に進む状況にあり，将来 1人作業が増加することが予悲出れる。もし
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淡-10 1'1戸数内容と{乍芸詩人民

作業人災

作業内務
1- 3 6 10人J二
2人 5人 9人以

地 務 。2 。28 

ア メリ 5 3 7 28 
i徐 伐 3 。4 戸d 

~ 切 。。。1 
校 rJ 9 8 3 14 
5設 起 1 。1 1 

イえ イ到 2 12 5 13 

iil 材 3 14 2 9 
かかり木 3 6 2 12 
若草掛荷外 3 l 。7 
搬 出 1 2 。1 

* 事官・ l 3 l 2 

~ ;材 2 2 。3 
入手守述搬 1 。。l 

架設撤去 1 3 1 。
税込み 3 10 1 8 
おf 卸 l 2 。。
林地移動 。3 l 8 
歩道移動 l 1 。1 
i菌効ゆ 。。1 2 
松i捻処滋 l 4 。2 
そ の 他 。2 。。
自ろう約 o 。。。
合計 41 78 29 144 292 
% 14 .0 26.7 9 . 9 49.3 99.9 

京大級事長66 '94 

l人作業で被災したとき，救援体制が十分にできず，救

える者が救えなくなったり，手当の遅れが，被災の程度

を…摺惑くしてしまうことになるから 1人作業の場合

には携帯式無線連絡装5還を常備することが必須の要件で

ある。

起因物(諜…ll)に関しては，伐採木(伐倒木とその

枝を含む。以下時様)が27.1%，林地が12.2%と災犠発

生が多い。林地に関連する切株と転者を合わせると

22.2%とかなり多い災諮発生の組問物となる。これに続

いてナタ・ノコ・カマの器具として使う刃物類が8.8%，

これにチェーンソーと苅払機を加えると21.0%になる。

起因物は特定の押畿内容と深い関部にある。メサ払機が

組関物となって災容を引き起こす主な作業は下刈，木登

器具は枝打，伐採木は伐倒，遊材，かかり木処理と地蜂，

税込み材は積込み，そして切株と林地は下刈となている。

作業の中で使用する機械器具や，作識で取り扱う材など

の対象物や作業環境が起因物になると問時に直接労働者

に{話番をiテえる加審物になる場合も多い。

加害物(袋一12) に関しては，伐採木は25.2%と災等

発生の多い加替物であり，起因物としてかかわる場合と

ほぼ間程度の災犠発生の割合を出めている。伐採水が加

替物となる主な作業は起因物と持じく伐倒，造材，かか

り木処壊と地鍛えである。また林地は11.2%，さらに切

株けま石を加えると19.4%となり，超悶物としてかかわ

る場合と開極度の割合である。チェーンソー，メ日払機，ナグ・ノコ・カマの機械器具は加審物と

して32.5%の割合を占め，起悶物の場合より約10%増加している。安全管理の励行は議要なこと

?あるが，人は時には誤りそ犯し，分かっていても身体がついていかないこともある。林地とい

う環境は猿然とした作業環境ではないことを考えると，誤判断や疲労による能力低下などの人間

特性を考躍した森林作業システムが期待される。

事放の灘(袋一13) に関しては，切れが27.7%と非常に多く，この{也に多い災惑発生を訴すも

のに転倒J，飛来，激突，転落がある。これらの 5穂の事故の劉で全災苦手発生の87.0%に逮する。

切れでは下刈が最も災害発~が多く，切れの中の27.5% を占める。 f也にi器材，地静，枝打，伐

倒の災饗発生が多い。転倒では下メリ，林地移動， J設材，繍込みの災害発生が多いが，特定の作業

に集中することなく地静え，かかり木処狸，その他の作業にも災替発生は少し少ないが，転倒は

多くの作業にわたって災害そ発生している。転倒は林内のどこでも発生しうる可能性の高いもの

である。飛来は伐倒，かかり木処理，地静，造材といった伐探を伴う作業に特に災害発生が多い。

激突は地排，伐修g，かかり木処理，荷掛荷タトに災等発生が多く，飛来に多い伐採関係の作業の他

に，築材関係の作業にも災惑が広がっている。転落では技打は圧倒的に災害発生が多く，転落の

中の43.6%に遼している。このfi!!に積込みにも災害事発生が多い。この転落に関しては，京都府は

北山地域を中心に伝統的に勝き丸太生産が行われているから，枝打作業に関連した転落事故が多

いと考えられる。京都の北山地域では商品質の磨き丸太生擦な行っているために，自動木登り式

枝打機は使われず，入力による方法で行われていると関心表-5では平成 2年には380台の自
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袋一11 作幾内務と起溺物

起 間 物

{乍幾内務 ご予選払 73:護費議材 24菜採禁材立木輪切株林地紙おな蜘高の
ソーカマ ープ など

:lfh 4 。6 。。 16 。。1 。4 2 。。1 
下 刈 。16 。1 。。。。2 。16 10 2 。4 。
除 伐 。2 1 。。。1 。1 。1 2 2 。2 l 
査を 切 。。1 。。。。。。。。。。。。。
校 打 l 。8 23 。。l 。2 。。 。。。。
理3 定員 。。1 。。。1 。1 。。。。。1 。
伐 倒 5 。2 。。G 23 。1 。。5 。。。。
途 手オ 5 2 5 O 。。13 。2 。l 2 O 。。l 
かかり木 l l 。。。。21 。。。。2 。。1 
袴f射苛外 。。。。。5 。5 。。。。l 。。。
搬 出 1 。。。。。。。。。3 。。。。。
* 

芸評 。。。。。。2 3 。。2 。。。。
集 材 。。。。。4 。2 。。。。l 2 。l 
人予年巡澱 。。。。。。1 。。。。1 。。。。
架設撤去 。。。。1 3 1 。9 。。。。。1 。
敬老込み 。。4 。。。2 。。14 。1 。2 。。
7i1j 倒] 。。。。。。。2 。2 。。。。。。
林地移動 。。。。。。3 。。。1 7 。。。。
歩道移動 。。G 。。。。。。。。2 。。。。
通勤中 。。。。。。。。。。。。9 。。3 
松喰処理主 1 1 。。。。4 。。。。2 。。。。
その f也 。。l 。。。。。。。。。。1 。。
自ろう病 。。。。。。。。。。。。。。。。
合計 18 22 29 24 1 13 89 12 9 17 24 40 9 5 8 8 328 
% 5 . 5 6.7 8.8 7.3 0 . 3 4.3 27. 1 3.7 2. 7 5.2 7.3 12 . 2 2. 7 1. 5 2.4 2 . 4 99.8 

袋一12 作業内務と加害子物

カ自 主祭 物

イ乍梁内容 チエメ機リ彩、ナタ・木器去主を主築機材ワイ伐水採築木材 税込材 クレ そーン ノコ・ ヤロ 31:*み切株林t白紙お…ン蛇蜂{也の
ソーカマ ープ など

t也 指字 5 3 4 。。。14 1 。1 l 4 2 。。l 
下 メリ 。32 2 。。。1 。2 。2 5 2 。5 。
除 伐 。4 1 。。。2 。2 。1 。。。2 1 
主Z 切 。。l 。。。。。。。。。。。。。
校 ね 1 。13 5 。。2 。2 。2 12 。。。。
E雪 走話 。。l 。。。1 。l 。。。。。1 。
伐 {倒 12 。2 。。。18 。。。1 1 l 。。1 
i鐙 材 9 1 6 。。。10 。1 。3 O 。。。1 
かかり木 3 。。。。。20 。1 。l 。。。1 
?可掛荷外 。。。。。3 2 5 。。。。l 。。。
搬 日j 1 。。。1 。。。。。2 。。。。。
yド 答子 。。。。。。2 5 。。1 。。。。。
主長 材 。。。。1 2 。4 。。2 。1 。。。
入手?巡搬 。Q 。O 。。l 。。。。l 。。。。
架設撤去 。。。。l 3 l 。。。。。。。l 。
綴込み 。。1 。。。4 。。11 。5 。 。1 
若者 卸 。。。。。。。2 。1 。1 。。。。
林地移動 。。。。。。2 。1 。2 4 1 。。1 
歩道移動 。。。。。。。。。。1 l 。O 。。
通勤 中 。。。。。。。。。。。1 。。。2 
松喰処理 3 。。。。3 。。。。1 Q 。。。
そ の 他 。。l 。。。。。。1 。。。。。。
自ろう病 。。。。。。。。。。。。。。。。
合計 34 41 32 5 3 8 83 17 10 14 19 37 8 1 9 8 329 
% 10.3 12.5 9.7 1.5 0.9 2.4 25.2 5.2 3.0 4.3 5.8 11.2 2.4 0.3 2.7 2.4 99.8 
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事交…13 f乍幾内容とl!j:j:放の型選
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動枝打機の導入がなされていることになっており，利用

状祝の実態をつかむ必要がある。枝打で転務による災替

が多く，労働安全酷から入力枝打に匹敵するような使用

者の要求水準を満たす枝打機の開発が期待される。

作業内容

地 務

下 刈

除 伐

3室 切

校 ね.

言雪 起

{え 側j
、mEtz 材

かかり木

術掛荷外

設t 出

木 容

1長 ;材

人科迩澱

架設撤去

綴 込み

初 卸

キ~地移動
歩道移動

通 勤中

松i役処理

その{也

I~! ろう約

バ仁弘r1H" 

% 

壌 放 の 型

切れ転倒飛来激突松務

12 4 7 8 2 

25 9 l 3 

5 2 2 。。
1 。。。。
12 2 3 3 17 。 O 2 。
12 3 8 8 2 

14 6 5 3 。
3 4 8 5 2 。1 2 5 2 

1 2 。む 。。2 1 3 l 

G l 2 2 。。 。。。。1 。2 。
1 6 2 3 6 。。2 。2 。9 。1 1 。3 。。。。2 。1 。
4 。4 。。
1 。。。1 

o 。。。。
91 59 50 47 39 

27.7 17.9 15.2 14.3 11.9 

2. 事故の裂とその他の袈鴎の関係

労働災帯について労働者に与える協議躍度と作業組織

に与える影響の大さきとして休業日数を考えることがで

きる。そこで休業日数と事故の裂の関係を諜ー14に示す。

休業日数は 2j接関以内をピークに 2カ月以内までが

92.3%を占め，林業による被災事故はかなり長期休諜を

余儀なくされることを示している。

切れは災害発生全体の28.4%を占めている。 2週間以

内の休業日数をピークに 2カ月以内まで災惑発生は多く，

切れの97.8%になる。また死亡が 2件発生している。次

に転倒の災認発放が多く，休業日数の半年以内まで分布

し，転f到が長期休業日数の傷容になることを方そしている。

飛来は 2週間以内の休業日数をピークに，失明が l件発

している。激突は 2カ月まで災惑発生が多く，死亡 2

件が合まれている。転滞は 1;;b丹以内の災容をど…クに

2カ月まで災犠発生が多く，半年以上の長期休紫の欝潜

まで分布している。

切れ，転倒，飛来，激突，転落の 5犠の事故の加が労

働災替の87.3%を1:'5め，林業労働災響の特徴を示すものといえる。以下これら 5穂の事故の2裂を

取り上げ，傷容部{立，傷容名，不安全状態，起因物，加容物との関{系についてみる。

1) 切れ:下刈が切れの最も災惑発生の多い作業である。協議部位(袋一15) では腕，手，下

肢，足の 4つの部位で切れ全体の92.4%に迷し，身体部位の米端部に災犠発生が多い。髄替名

(茨-16) では切創が切れの77.2% 不安全状態(袋一17) では切れの76.3%が接触によって発

言受-14 ff業労働災復の休訴さ日数と怒放の迎

休業日数
取 i放の毅

激突転倒j は さまれ切れ飛*倒線転篠崎削除刺踏抜動作反動その他
合計 % 

1週間 8 6 1 12 9 。 5 1 1 45 13.告

2週間 自 8 3 35 19 2 5 。 。 1 。 82 25.3 

3週間 8 16 2 19 6 1 5 2 1 1 l 62 19.1 

1カ jヨ 13 15 6 11 6 4 13 。 。 。 69 21.3 

2 7J月 5 7 2 13 3 1 9 。 。 1 。 41 12.7 

3 カ jヨ 2 2 l 。4 。2 。 。 o 。 11 3.4 

半年以内 。2 2 。。。4 。 。 。 。 8 2.5 

半年以上 。。。。。。1 。 。 。 。 l 0.3 

援大j係各子 。。。。1 。。 。 。 。 。 0.3 

:9'E と- 2 。。 2 。。。 。 。 。 。 1.2 

JZごLj 青j' 47 56 17 92 48 8 40 8 2 4 2 324 100 

% 14.5 17.3 5.2 28.4 14.8 2.5 12.3 2.5 0.6 1.2 0.6 99.9 
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淡-15 傷芸芸部イ立と夏祭放の君主

i線綾部位
豪 放 の 製

切れ 転倒j 飛来激炎転手答

立資 2 5 3 3 3 
護資 3 2 s 4 。
絞 。。12 。1 

主ま 1 。。2 l 

関 。5 3 2 7 

m司 合 12 。3 5 

JlS!: 1 1 。2 1 
=符 。4 1 l 

目繋 o 8 3 7 7 
j路 7 1 1 3 。
ぞ予 22 3 υ " 3 3 

1マ !伎 29 9 5 12 2 

m ニ 27 9 s 5 9 
封運動俗怨 。。。。。
そ の 他 。。l 。。
合計 92 59 50 47 40 

% 27.8 17.8 15.1 14.2 12.1 

災一17 不安全状態と壌放の型

不安全状態
電 算 放 の 捜

切れ i彩、倒飛来激突紙1&

4ほ 倒 8 。2 1 
滑りやすい 18 42 2 4 14 

動作不安定 3 。。4 6 

緩 fqg! 71 7 46 37 7 

if渓 務 。 l 。11 

樹 上 。。。。9 

足場不安定 。。1 。1 

総 i繍蜂刺 。。。。。
その他 。。。。。
合計 93 58 50 47 40 

% 28.1 17.5 15.1 14.2 12.1 

生している。また19.4%が滑り易い状態による発

生である。滑り止めのスパイクシューズや身体の

安全防御具などな着用したり，刃物部分のガード

をするなどの安全装備で補うことと安全な機械作

業システムを導入できるように繋備することで不
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表-16 傷怒名と事故の製

機草野名
事故の裂

切れ転倒飛来激突転落

寺普 6 18 6 12 17 

打 談 l 16 14 23 13 

捻 総 。8 2 4 。
切 創j 71 9 22 3 4 
総 創 6 2 3 3 l 
総滅創 5 。 。。
切 隊? 3 。。。。
Jll?， 泊 。2 。1 2 
{中筋綴l強創 。。。。3 
初裕損傷 。4 1 。
i波球損傷 。。。。。
j泌総創 。。。。。
蛇 i総鶴来Ij 。。 。。
振動 i隙慾 。。。。。
その他 。。。。。
合計 92 59 50 47 40 

% 27.8 17.8 15.1 14.2 12.1 

淡-18 起因物とJijJ:i放の製

起閤物
壌放の型

切れ転倒飛来激突z 転落

デー且…ンソー 16 o 2 。
メリ 払 機 s 。9 1 l 

ナグ，ノコ，カマ 21 。3 2 3 
水差去り総主主 、戸J 1 2 15 

t長 キオ 機 。。。。。
ワイヤロープ 1 。4 2 

{え 採 水 15 8 25 28 2 

1長 材 * 
。l 4 5・ 。

11 木 5 2 1 l 。
綴込み材 Q 5 1 2 7 

切 株 14 8 。。l 

林 J也 5 26 。。4 

1伝 お 1 3 3 。1 

クレーン等 。。1 1 1 
j吃 j浄 1 。。。。
"f 0) {自 。4 。l 1 

igコh 言十 93 57 50 47 39 

% 28.3 17.3 15.2 14.3 11.9 

安全状態を改替することができるであろう。組問物(袋一18) ではチェーンソー，ナタ・ノコ・

カマ，メ日払機の携帯式機械器認が切れの災饗発生のl担問物として49.5%せを占める。伐採木も切れ

の組問物の16.1%を占め，災響発生の多い聾閥となっている。切り株，林地松石の林地環境要

閣が21.5%になることは林地環境綾部jの議嬰性を訴している。加餐物(我-19) ではチェーンソ

ー，メ4払機，ナグ・ノコ・カマが切れの災害発生の97.8%とほぼ全数に近い割合を占めている。

切れに関しては携暗式機械器具の基本的な安全作業指針に従った作業や取扱い方法，さらに林

地の作業瞭境の整備が蜜要である。また作業員が林地内に入ることを極力少なくし，潜上から機
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淡…1官加袋物と事故の型

カ口容物
薄 手 放 の 迎

切れ if訟倒飛来激炎紙務

チェーンソー 33 。2 。。
刈 封入 機 30 4 4 。2 
ナタ，ノコ，カマ 28 。2 1 
水絞り然災 l 1 。1 2 
終 材・ 機 O 。l 。。
ワイヤロープ 。1 。3 1 
伐 採 * む

。28 30 4 
~ 材 水 。1 4 7 2 
11 ヨド 。5 5 。。
'f:l'~込み材 。4 l 3 3 
切 株 。16 。。2 
4ヰ !t!l 1 13 。1 19 
fポ お 。3 3 。2 
クレーン等 。。。。。
自立 j様 。。。。。
~ 少 の {t!l 。l 。1 2 

dt二h1 百十 93 57 50 47 40 
% 28.2 17.3 15.2 14.2 12.1 
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械化作業ができる作業システムの向上を留っていく

ことが必援である。

2) 転倒:転倒は下刈，林地移動に災惑発生が多

い。傷害部伎では胸が転倒による傷容を受け易い部

{立である。下肢や足も儀容が多いが，顕， j湾，背，

}援など身体の中心部位にも傷害を受けることがある。

{務審名では転倒の57.6%が骨折と打撲であり， f也に
捻搬や切創も多い。不安全状態では滑り易いが転倒

の72.4%を占め，現場環境条件に合わせて身支度を

選択することが必嬰である。趨悶物では林地が転倒

の45.6%，これに切り株と転石を加えると64.9%に

達する。不安全状態で滑り易いが多かったように，

林地と滑り易い状況は関連性も深く，林地環境の盤

備と林内での移動を極力少なくする作業システムが

まれる。加害物では林地が転倒の22.8%を占め，

起潤物のときに比べて半減しているが，逆に切り株

が2f告に増加している。林地，切り株， il伝活を合わ

せると56.1%と過半数を占める。

~託倒に関しては，林内で労働者が歩行移動を伴う作業をする限り，転倒は災帯発生の潜在的袈

紫となる。高輪者がますます増加する傾向にある林業労働の状況を考-えると，作業者の身のこな

しの容易な，しかも安全防御を備えた装備や作業環境の整備が望まれる。そのために，舷倒を防

止する作業方法や履き物などの身支度にヨきるまで労働者サイドからの研究開発が必袈である。ま

た林内歩行移動を要する作業を極力少なくする機械化作業そ進めることも必要である。

3) 飛来:飛来は伐剖，かかり木処理!などの伐採関係の作識に多い災害である。髄礎部位では

般と顔に傷害努を受けることが多く，顕を加えると飛来の48.0%を占め，腕，乎，下j技，足の身体

部位の米端部の36.0%そ趨えている。{お客名では飛来の44.0%が切創であり， f遣に打撲骨折も

多い。不安全状態では飛来の98.0%が接触である。起i器物では飛来の50.0%を伐採木が占め，こ

の他に刈払機などの携帯式機械器具が28.0%を占めている。加容物としては伐探木が56.0%を占

め， isi因物として作用する以上に多い。

飛来に関する不安全状態がj接触，それも身体部位の麟，限や践に多く，伐採関連の作業に対す

る商性能機械化は作業安全聞から期待されるところである。

4) 激突:激突は伐銀関係と築材開保に多い災容であるo 傷害者s1:立では下肢が激突の25.5%を

占め，腕，乎，足を加えると48.9%になる。 j躍に犠容を受けることも多く，顔や顕などは頻度と

して少ないが，身体中心部の各部に広く災害発生がみられる。{務署名では打撲が激突の48.9%を

点め，これに'関オ斤を合わせると74.4%になる。不安全状態では接触が激突の78.7%を占める。越

因物では伐採木が激突の59.6%を占め，加審物では伐採木が激突の63.8%になるが，議材木も起

因物や加害物になる;場合も比較的多い。

激突は飛来と比べて{文部関係の{也に築材関係の災替を含むが，伐探関係の災容が主体をなすこ

とから，高性能機械の導入による安全作業が期待される。

5) 転落:転落は枝打に多い災惑である。傷害部位では足が転蕗の22.5%を占めるが，腐，腰，

胸に傷害そ受けることも多く，身体の中心部位の傷替を合わせると65.0%になる。傷饗名では骨

折が転落の42.5%，打撲が32.5%を占める。不安全状態では滑り易いが転落の35.0%，起国物で
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は木去をり器具によるものが38.5%，加替物では林地が47.5%を占める。枝打の場合，京都北111の

磨き丸太並躍には自動枝打機が{史問されず，人力による樹上作業が行われているようであり，万

一転落すると林地自体が凶器になる。枝打作業には特別な安全装i設なり，よ診を守る安全装備は絶

対励行されるべきであるが，商品紫の騰さ丸太等に適応できる枝打機の開発が期待される。

IV.おわりに

従来から行われているチェーンソ伐木造材や刈払機による下刈作業などは人間自体がベースマ

シンとして林内に投入されなければならず，また商品紫材生立を作業などには，細やかな手作業と

して入力に依存している。機械化作業とはいえ，林業では入力労輸を抜きにしては作業を遂行す

ることは閤難な状態にある。現者は高性能機械による機械化作業の段i慌に入る時期にあるが，こ

こでみてきたように作業の主体は従来からの作業法であり，現場の変革は徐々に巡められている

とはいえ，災号事の中i沫は今までと変わるところはない。次報では年齢を中心に災客分析の検討を

続けて報告するo

議後に本研究の資料を提供して下さった京都府t労働基準局には心から感謝する。この研究は文

部省の平成 3，4年度科学研究補助金総合研究(A)の交付-を受けて行ったものである。
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Summary 

Our purpose is to analyze the 340 forestry labour accidents of private forests in Kyoto prefecture from 

]anuary in 1989 to March in 1992. We mentioned the existing state of forest operations and， in focus on 

two factors -kind of operation and type of accid也nt…， researched the relations between日achof th邑se

factors and other factors. 

Man.made forest area under 7th age.class are about 80%， therefor・日 needs a great deal of workers for 

tending， but forest road density is 3.2m/ha in low level (including only motor road). And what is worse， 

forest workers over・ 50y巴arsold occupied more than 80% of all forestry work巴rs，then [orest operations 

stil1 m01・ed記pendon aged workers. Kyoto prefecture ranks 25th to 26th among the number of forest la・

bour・accidentin ]apan， but r芭ceiptsand expenditur巴sof industrial injury insurance is worse. 

1n forest m呂chinery，small type forwarders (less than 20PS)， pruning machines and back ho巴sare in・

creasing. Grappl巴.sawsare few in nllmber， but rapidly tend llpward， and we can exp邑ctto progr巴ssthe 

high efficient machinery in forest operation systems. 
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As for analysis on the forestry labour accidents， 

(1) kind of forestry operation: labour accidents in we巴ding，prl1ning， felling and sit邑 preparing，are the 

most among forestry operations￥ 1n numb巴rof labol1r accidents， the most accident cas巴sare workers 

ov巴r50 years old， but the ratio of labol1r accidents regarding workers ov日r50 years old are slightly 

lower than work巴rsl1nd巴r50 years old. 1n smalJ m邑mb巴rsof operating crew， workers in w巴芭dinganc¥ 

prl1ning met often with accidents‘ There were 13 cases of labour accidents in one member crew. As 

number of for巴stwork邑rsdecrεases， one member crew increases， then we n巴ec¥to consider how to cope 

with one m巴mbercrew: sl1ch as taking a tranc邑iverwith each work臼r.Most of the tim邑 tomeet with 

accident日 inweeding， pruning and proceeding hanging tree was dl1ring 10 : 00 -12 : 00 and 15 : 00 -

17 : 00 hour. 

(2) type of accident: cut accident is the highe日toccurence， and adding to other type of accident -ov記子

turn， fly， crash， and fall -， these five types amounted to 87.0% of all accidents. 92.4% of cut accident 
occures to the tip of the body， and turnover accident oft巴nto the ch邑stand central parts of the body. 

Fallen trees often play roles of accident original cause material and injury mat己rial.We have to pay 

attention that forest lanc¥ itself pretty oft邑nplay roles of accident original cause material and injury 

material， too. Fly accident oft邑noccures to the harvesting and yarding， and fall accident often to prun. 

mg. 

To pr・巴ventcut accident， it is important that we strictly handl邑 portable cutting tools in accordance 

with safety operation code， and that equip ourselves with safety outfit. Moreov邑r，to prev邑ntturnover ac. 

cident， fly accident and crash accident， we臼xpectto equip the difficult forest site condition to well・

1でgulatedsite condition， and expect to d巴V巴lopthe mεchaniz巴c¥operation systems to perform forest 

operations on th己fOl・邑stworking roads. To prevent fall accident， at Kitayama district in Kyoto， it is said 

that workers climb trees to prune with a sickle， a hand.saw or a hatchet to proc¥uce the high quality pol・

ishec¥ logs though workers can use many auto climbing prl1ning machines. We exp巴ctthe c¥告velopmentof 

auto climbing machine to prune as delicate anc¥ accurate as skillful worker日prune.




